
第 ３ 期 決 算 公 告
平成 25年１月 25日 東京都港区虎ノ門四丁目１番28号

ＡＺＨ特定目的会社
取締役 石田 泉

損益計算書の要旨
e自 平成24年１月１日g
f至 平成24年９月30日h

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 7,281
営 業 費 用 21,967
営 業 損 失 14,686
営 業 外 収 益 0

営 業 外 費 用 989

経 常 損 失 15,675
税引前当期純損失 15,675
法人税、住民税及び
事業税 712

当 期 純 損 失 16,387
前期繰越損失 328

当期未処理損失 16,716

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(平成24年９月30日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 7,428,851流 動 負 債 515,390
固 定 資 産 7,428,851固 定 負 債 5,195,710
その他の資産 703,032 負 債 合 計 5,711,100
流 動 資 産 637,323社 員 資 本 2,420,783
固 定 資 産 55,384 特 定 資 本 金 243,600
繰 延 資 産 10,324 優 先 資 本 金 2,193,900

剰 余 金 �16,716
当期未処理損失 16,716
純資産合計 2,420,783

資 産 合 計 8,131,884負債・純資産合計 8,131,884

第 ５ 期 決 算 公 告
平成 25年１月 25日

東京都港区赤坂二丁目10番５号赤坂日ノ樹ビル
税理士法人赤坂国際会計事務所内

ＮＣＡＰ13特定目的会社
取締役 山Ä 亮雄

損益計算書の要旨
e自 平成23年10月１日g
f至 平成24年９月30日h

(単位：千円)
科 目 金 額
営 業 収 益 303,096
営 業 費 用 256,526
営 業 利 益 46,570
営 業 外 収 益 537

営 業 外 費 用 67

経 常 利 益 47,040
特 別 損 失 3,027
税引前当期純利益 44,013
法人税、住民税及び
事業税 950

当 期 純 利 益 43,063
前期繰越損失 156,736
当期未処理損失 113,673

貸借対照表の要旨 (平成24年９月30日現在) (単位：千円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部
科 目 金 額 科 目 金 額
特 定 資 産 3,411,619流 動 負 債 50,271
固 定 資 産 3,411,619固 定 負 債 1,470,660
その他の資産 260,739 負 債 合 計 1,520,932
流 動 資 産 250,511社 員 資 本 2,151,426
固 定 資 産 8,920 特 定 資 本 金 177,070
繰 延 資 産 1,308 優 先 資 本 金 2,088,030

剰 余 金 �113,673
当期未処理損失 113,673
純資産合計 2,151,426

資 産 合 計 3,672,359負債・純資産合計 3,672,359

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
二
百
七
十
五
万
円

減
少
し
七
千
二
百
七
十
五
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

東
京
都
文
京
区
春
日
一
丁
目
一
一
番
一
四
号

株
式
会
社
イ
ン
デ
コ

代
表
取
締
役

石
川

道
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 22期決算公告 平成25年１月25日
東京都文京区春日一丁目11番14号
株 式 会 社 イ ン デ コ
代表取締役 石川 道夫

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目

の
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産
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産
の
部
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及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

自 己 株 式
合 計

金 額(千円)
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366,880
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右
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